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バリア情報を含むネットワークデータ（＝「歩行空間ネットワークデータ」）などをオープンデータ化することで、民間事
業者などによる、多様な利用者のニーズに応じたサービスの開発・提供（段差を回避した経路検索やナビゲーション
など）の普及促進を目指す。

〈バリア情報〉
・階段
・傾斜
・段差 etc.

〈交通情報〉
・混雑状況
・運行情報
・ｲﾍﾞﾝﾄ etc.

〈道路情報〉
・歩道の幅員
・通学路
・信号 etc.

〈施設情報〉
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ
・ｴﾚﾍﾞｰﾀ
・休憩ｽﾍﾟｰｽ etc.

歩行空間情報のオープンデータ化による多様なサービス開発・提供の促進
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【経路（リンク）の属性】
・経路の構造・種別
・幅員
・縦断勾配
・段差 等

【ノードの属性】
・緯度・経度
・階層数 等

〈歩行空間ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｰﾀ〉

〈3次元地図〉

民

間

等

〈サービスイメージ〉

高齢者
視覚

障がい者
ベビーカー
使用者 子ども

車椅子
使用者 ハザードマップ自動配送ロボット

平常時の移動 物流・配送

民間事業者などがオープンデータを活用し、多様なサービスを開発・提供

（サービス例） 出発地から目的地まで段差や傾斜などのバリアを回避した経路検索とナビゲーション

段差や傾斜
などのバリア
情報を含む
ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｰﾀ

3DLiDARなど
で取得する歩
行空間の3次
元点群ﾃﾞｰﾀ
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多様な利用者
（左図参照）

歩行空間を利用する人の様々なニーズに
対応するための情報をオープンデータ化

災害時の移動



「歩行空間における移動支援サービスのDXによる普及・高度化の実現」に向けた提言

従来の取組の課題

データ整備・更新があまり進んでいない 自動配送ロボット等への期待

歩行空間ネットワーク（NW）データ等の整備には現地調査
やパソコンでの入力作業を行う等時間と労力が必要なため、
整備・更新があまり進んでいない。

「人」だけでなく、今後活躍が期待される「モノ」を運ぶ自動
配送ロボットや自動運転車椅子等の移動にも、バリア情報を
含む歩行空間NWデータ等の活用可能性が高まっている。

社会環境の変化による新たなニーズの発生

技術の進展

データ取得・処理技術や測位技術の進展

高度なデータを容易・低コストで取得する技術や、膨大なデータ処理技術等の目覚ましい進歩、実際にデータ
が取得され公開されているプラットフォームやデータベースの登場、測位技術のさらなる高度化・高精度化等、
今後本施策をより効率的、効果的に進めるにあたり活用できそうな技術や環境が増えつつある。

本施策をより効率的に展開し、持続可能なものとしていくためには、
環境や情勢の変化や技術の発展・高度化に積極的に対応していくことが必要

新たな提言（令和5年3月）：

従来の課題や最新の動向を踏まえた今後の方向性
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新たな提言（令和5年3月）
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提言の概要提言

国土交通省HP
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_fr_000020.html



〈活動内容〉

1. シンポジウムの開催（年1回）

2. 広報活動（通年）

3. その他（講習会の開催など）

ほこナビDP

オープンデータ
サイト

歩行空間の3次元地図
ワーキンググループ

検
討
成
果
の
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映
（
機
能
拡
充
等
）
・
フ
ィ
ー
ド
バ
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ク

NWデータ自動整備
システム（３D対応）

3次元地図統合機能

施設データ管理機能

〈目指す拡充機能〉

歩行空間の移動円滑化
データワーキンググループ

歩行空間DX研究会

新たな提言を踏まえた取組の概要 （2023-）

• 令和5年6月、「人・ロボットの移動円滑化のための歩行空間DX研究会」、「歩行空間の
移動円滑化データWG」、「歩行空間の3次元地図WG」を設置。

• 現地実証等を踏まえた検討結果を、整備仕様の改訂やオープンデータ化を支援するための
データプラットフォーム（ほこナビDP）へ反映し、全国各地域への普及・展開を図る。

• 本施策や本施策に関連する情報を
広く周知

• 人的・組織的なネットワークを拡大

研究会の活動を通じて、

検
討
状
況
や
成
果
等
を
情
報
提
供
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

実証実験等を踏まえたWGでの
検討結果を、ほこナビDPの機能
拡充や、整備仕様等へ反映。
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ワーキンググループ

NWデータ更新システム

データの整備・管理・オープン
データ化の支援ツールとして
提供（予定）。

ほこナビDP



各データの課題に関する当面の対応方針
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歩行空間ネットワークデータ

「歩行空間ネットワークデータ等整備仕様」の改訂

３次元地図データ

市民等からのデータ提供による更新機能の構築

ほこナビDP機能仕様・手順書等

3次元点群データの要件整理
・データの精度
・データの密度
・位置基準 等

3次元点群データ管理・登録/フィルタリング機能の構築

複数3次元点群データの統合機能の構築

自動配送ロボット等の走行に必要なデータの整備・ 更新手法を検討

バリア情報の自動生成等に活用可能なデータの整備・更新手法を検討※

＋

新たなニーズへの対応が必要

データの効率的な更新手法が必要

新技術等を活用した新たなデータ整備手法が必要

歩行空間ネットワーク
データ自動生成機能
の構築

①針金データ自動生成機能
②バリア情報自動生成機能
③①②の統合機能

データ整備・更新等に関する持続的な運用方法の検討が必要

課題

ほこナビDP運用手順書の作成

①及び②に関するデータ整備手順書作成

データ整備・更新等に関する持続的な運用方法の検討が必要 ほこナビDP運用手順書の作成

バリアフリー施設データ

データ整備・更新等に関する持続的な運用方法の検討が必要 ほこナビDP運用手順書の作成

バリアフリー施設データ形式等の共通化、
及び整備・管理・オープンデータ化作業の効率化が必要

施設管理者が所管するバリアフリー施設情報が整備・管理
しやすいデータ形式等の作成

施設データの整備・管理・オープンデータ化機能の構築

地図WG

データWG※

地図WG

地図WG

地図WG

データWG

3次元点群データの取得・統合手順書の作成 地図WG

データWG

データWG

データWG

データWG

地図WG

データWG

データWG

データWG
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